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復興まちづくり会社の現状と課題
－石巻の事例－
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 石巻は、東日本大震災の被災都市としては２番目の規模。

 合計１万３，５００戸の仮設住宅が存在（仮設住宅７，０００戸、借
り上げ仮設住宅６，５００戸）。

 石巻市役所では、４，０００戸の災害公営住宅を建設する計画を
立てているが、その差９，５００戸の人々は自力で住宅を購入する
か賃借するかを迫られている。

石巻の仮設住宅と今後
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Ⅱ．発災直後

石巻復興まちづくりプロジェクトの始動

（東京サイド）
・一般社団法人「チームまちづくり」

（石巻サイド）
・コンパクトシティいしのまき・街なか創生協議会
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• 名称： 一般社団法人 チームまちづくり

• 目的： 被災地における都市と農村の再構築のためのプラットフォームづくり

• 役員： 代表理事 大西 隆（東京大学大学院教授）
専務理事 西郷真理子（まちづくりカンパニーシープネットワーク代表）
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石巻復興まちづくりプロジェクト －東京サイドの検討体制－
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土地の所有と利用の分離に関する「チームまちづくり」の提案①
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土地の所有と分離に関する「チームまちづくり」の提案②



• 名称：コンパクトシティいしのまき・街なか創生協議会

• 設立：平成23年12月20日

• 役員

– 顧問

• 亀山紘（石巻市長）
• 阿部正昭（石巻市議会議長）
• 大西隆（東京大学教授）

– 会長

• 浅野亨（石巻商工会議所会頭）
– 副会長

• 小野田泰明（東北大学教授）、西郷真理子（まちづくりカンパニーシープネットワーク代表）
後藤宗徳（石巻観光協会会長）、西條允敏（街づくりまんぼう社長）

• 目 的

– 地権者等関係者及び関係諸団体との協働による復興整備

– 持続可能なまちづくりの最先端モデル

– 石巻らしい景観・歴史・文化の薫る街づくり・街並みづくりの推進
• 街並み部会

• 事業推進部会

• ライフスタイルブランド化（LSB）部会 を設置

石巻復興まちづくりプロジェクト －石巻サイドの実施体制－
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まちのバリューアップ策
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石巻の復興まちづくりプロジェクトから得られる示唆

まちづくり会社に代表される市街地復興、産業振興の新しいシステムが
できつつある。

石巻は、被災者のニーズと域外の専門家（チームまちづくり）のシーズ
（土地の所有と利用の分離の提案）がうまくマッチングしている一事例

こうしたマッチングの仕組みは、市街地再生のプラットフォームとして、
他の被災地においても活用できる可能性がある。

一方で、課題としては、こうした地元の動きを持続可能にするためには、
新しいシステムであるまちづくり会社に対する支援策が十分に整備されて
いないことから、①まちづくり会社に対するグループ補助金の拡大、②復
興交付金の積極的な活用・運用の弾力化があげられる。



9

（参考）石巻 まちなか再生－スキームイメージ（「チームまちづくり」案）


